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◎公開可 
12 月 18 日に医療部会が開催され、「2040 年頃に向けた医療提供体制の総合的な改

革に関する意見案」（2040年頃を見据えた新たな地域医療構想、医療 DX、オンライン

診療の推進、医師偏在対策、美容医療への提供を含む）が示された。特に、医師偏在

対策の規制的手法と経済的インセンティブの財源について、多数の意見があった。規

制的手法については、日医委員より「必ずしも効果があるとは限らず、適切な手法と

いえない」とした一方、「経済的インセンティブ対策だけでは効果が限定的であり、

規制的手法を中心とした実効性ある対応が必要」と経団連、連合、健保連委員からの

意見があった。なお、経済的インセンティブの財源については、保険者をはじめ多く

の委員から「医療提供体制の確保は国や都道府県が責任を負うものであり、保険料や

診療報酬から拠出することは納得できない」との意見があった。また、医師偏在対策

の具体に関しては「喫緊の偏在に対する解決策が少なく、本とりまとめが最終となる

ことに反対」「非常に重要な問題でありながら、進め方が強引」など、議論が十分で

ない段階でのとりまとめとなったことに苦言を呈した意見もあった。本とりまとめ案

の方向性については概ね委員の了承を得たが、座長預かりとして必要な修正を行うこ

ととなった。今後、本部会の意見を踏まえ、さらに所要の検討を進めた上で医療法等

の改正を行う予定となる。（執筆：勝又副会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療提供体制の在り方について議論 
－医療部会－ 
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